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1 ．緒言

　大出 力 レーザ溶接技術の 開発 に よ り，厚板の 重ね溶接が 容易 に達成で き軽量 で しか も剛

性の 高い パ ネル 構造体を生産で きる見込み が得 られた。本報告で は、厚板の 重ね レーザ溶

接強度 に与 え る表面 処理，ギ ャ ッ プ，溶接長 さお よび溶接線 と荷重方向の 影響 な どに つ い

て 主 に 報告す る 。 なお 、 レ
ーザ溶接 を用 い て 製作 した 道路橋用 の 密閉型鋼床版 実物大 モ デ

ル （1256Wx3000Lx282D ）は ， 静荷重試験 な らびに 疲労試験 に おい て も何 らの 不 都 合は発生

せ ず、良好 な性能 を持 つ こ とが 確認 され た 。 こ れ に つ い て は紙面 の 都合 上 ロ頭 報告 とす る。

2 ．実験 方 法

　 レーザ溶接対象 が鋼 床版の ボ トム プ レ
ー

ト（10mmt ）と U 型 リブ （6mmt ）の 重 ね 溶接で ある

た め ， 同板厚 の SM400A を供試 材 と した。試験 片は あ らか じめ Fig．1に 示 す形 状に 切断 し，

U 型 リブ の 平行部幅 に相 当 す る重ね 部中央の 100mm 幅の範囲 に 表 面 処 理 ，ギャ ッ プ，溶

接長 さ お よ び溶接 方 向を変化 させ 重ね 溶接を行 っ た。な お、実験 に は 45kWCO2 レ ーザ溶

接装置 を用 い た 。

3 ．実 験結果 と考 察

3．1 表面 処理 の 影響

　グラ イ ン ダ処理 を行 っ た材料で は Fig ．2に 示 す ように 良好 な溶接が 可 能 で あ るが ，無機

ジン ク塗装材 で は，板 一板間の ギ ャ ッ プが 小 さい 場合 や 高速 で 入 熱 の低 い 場合 には ブ ロ
ー

ホ
ー

ル や割れ が発生 し溶接が 不 安定 とな っ た。

3．2 継手 の 引張 りせ ん 断強 さ

　継手 の 引 張 りせ ん 断強さに表面 処理 や荷重方 向はあま り影響せ ず ，すべ て の データが 全

溶接長 さ （溶接 長さ x 本 数） で ほ ぼ整理 で きた 。 Fig，3に 全溶接長 さ と 引 張 りせ ん 断 荷重

およ び引張 りせん 断応 力 の 関係 を示す 。 引張 りせ ん 断 荷重 は全 溶接長 さが 長 い ほ ど増加 す

るが ， 溶接部端部で の 応 力 集 中も大 き くな り 比 例せ ず， F （TwD ＝ 193．77xLn （Tw1）−762 、42

の 関係 を もつ こ とが分 か っ た 。

一
方，引張 りせ ん断 荷重 を溶接 断面 積 で 除 した 引張 りせ ん

断 応 力 は ，全溶接長 さに比 例 して ほ ぼ直線 的に 減少 した。 こ れ は ，溶接線 の 両端 に働 くせ

ん 断 力 に 関する Tr。 elsch の 理 論計算
1〕
で よ く説 明で きた 。

　 Fig．4に長 さ100mmの 溶接 を5本

行 っ た 試験 片が母材 部 で 破 断 した状況 を示 す。 こ れ は母 材 の 破 断強度381 ，　360 　N （454x140

x6 ） が継手 の 引張 りせ ん断 荷重 F（100x5）； 441，ア85N を下 回 っ た た め で あり， レ
ーザ溶 接

重ね継 ぎ手が 十分 な構造強 度を持つ こ とが明 らか とな っ た。

3，3 レ
ーザ溶 接部 の 強 度 と硬 さ

　 レーザ溶 接継 手の 引張 りせ ん 断 応 力 値が 大 き い た め 、 レ
ーザ 溶接部 よ り Φ 2，0mm の 丸棒

引張 り試験片 を切 出 し引 張 り試験 を 実施 した。結果 を母 材 と 比 較 し て Table1 に 示 す 。 レー

ザ溶接金属 の 引張 り強 さは 659N／mm2 と母 材に 比 べ 約1．5倍 の 強度 を有 し、伸び も 25 ％ が

溶 接 学 会 全 国 大 会講演概 要　第 65集 〔
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得 られ た。また、 レ
ーザ溶 接部 の硬 さは HvT．224 〜293 程度 を示 し、　 SAEJ417 硬 さ換 算表 よ

り引張強 さは 709 〜 927N／mm2 と推定 された。

4 ，ま とめ

（1） レ
ー
ザ溶接継 手の 強度は 全 溶接長 さで 整理 で き，表面処理の 有無や 溶接線 と荷重の

　　 方 向に ほ とん ど依 存 しない 。

（2）レーザ重ね溶接 で 試作 し た実物大密閉型鋼床版は ，設計 で 要 求 され る荷重 な らびに 疲

　　労試験 を満足 した 。
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Fig ，　　The 　shape 　of 　tensile 　test 　specimen 　　Fig ．2　Cross 　section 　of 　Iaser 　lap　joint

　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　 （15．6kW，1．Om／min ＞

　 3ひo

菫．
’°°

ミ耄…

5　5DO

£：、。。

1輪
1ξ躙

1 
　 　 o

　　　　 ：　 ・・… 巾 ・t ・・ … ・ （・・  ・）

・
　 ；

’Sh
：
a「 ’ng 　 ’° ’c ° F （kN ）

・・1蝋 匙
…

〉 ，

　 　 　 　 　 　 　
’
　 l

　 　 　 　 　 F〔丁翩 D　貫　193．11Ln〔τwl ）　
−
　762．42

　 　 　 　 　 　 　 　 諾 ＝o．9192

　 　 ゆ　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　2oo 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　るロロ　 　 　 　 　 joo

　 　 　 　 　 　 Iotal   ld　 Length 　TwI 　 （mm ）

Fig ，3　The 　relation 　between 　total 　weld

　 　 　 and 　mechanical 　strength
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Tablel　Mechanical　properties 　of 　laser　weld 　and 　base 　metaI

Yield 　 point

　　（N／mm2 ）

Tens日 e　 strength

　　　　（N／mm2 ）

Elongation

　　　（％）

Laser 　 weId 481 659 25

Base　 metal 305 454 31
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